
第3回薬剤耐性(AMR)対策普及啓発活動表彰
東海地区感染制御ネットワークによる

抗菌薬適正使用に向けた情報の発信と多施設共同研究活動

東海地区感染制御研究会・静岡医療センター 滝 久司

活動内容
〇抗菌薬セミナーベーシックコース
第1～17回(2013年8月～2019年9月)
次世代薬剤師の育成。SGD形式の討論。
〇抗菌薬セミナーアドバンスコース
第1～32回(2008年7月～2019年6月)
経験年数5年目以上を対象とした討論。
感染症専門医による討論の妥当性評価。
〇学術講演会
第1～23回(2008年3月～2019年8月)
日本病院薬剤師会が認定する感染制御領
域の講習会として、日々直面する感染症
に対して最近話題の感染症やその治療戦
略について全国の感染症専門医をはじめ
とした専門家による講演会を開催。
〇多施設共同研究
右の調査研究を実施するにあたり、
本邦にしか市販されていない抗菌薬の
DDDをWHOに申請、付与されたことで
ATC/DDDシステムに基づいた抗菌薬使
用量を算出するための方法を確立した。
東海地区における抗菌薬の使用量などを
調査し基礎的データを収集、本邦におけ
る抗菌薬使用動向調査に関する大規模な
サーベイランスの草分けとなった。
また、抗菌薬の使用量と耐性菌との関係
を明らかにし、その結果を施設間で共有
することで抗菌薬の適正使用をはじめと
した耐性菌の未然防止の一役を担った。

活動概要
東海地区(愛知県、三重県、岐阜県、静岡県)を拠点とした病院薬剤師を中心

とする感染ネットワーク(2006年7月～)。感染症治療支援、各施設との情報
の共有と交換、次世代の感染症に関わる薬剤師の育成、ATC/DDDシステムを
用いた抗菌薬使用量調査の標準化、抗菌薬の適正使用をはじめ耐性菌の未然
防止のための多施設共同研究ならびに発表を通じた啓発活動を行っている。

各種セミナー及び学術講演会

多施設共同研究
東海地区感染制御研究会

写真 or 図



【研究会の活動の概要】

我々感染制御専門薬剤師をはじめ感染症に関わる薬剤師が感染症の
予防と治療支援に積極的に関与していくことは、抗菌薬の適正使用を
はじめ耐性菌の未然防止など治療効果に大きな影響を与えると考えら
れる。2006年には感染制御専門薬剤師制度が施行され、薬剤師の立場
から積極的な感染制御への関与が求められるようになった。そこで、
同年７月、東海地区感染制御研究会を発足し、抗菌薬・消毒薬の使用
状況モニタリングをはじめTDMによる投与設計、ガイドラインや投与
エビデンスに基づいた抗菌薬の処方提案、PK/PD理論に基づく薬物療
法など、多くの薬剤師に学ぶ機会を提供し各施設におけるさらなる感
染症対策の実践を目指した。また、ATC/DDDシステムを用いた東海地
区における抗菌薬使用量調査では、その標準化を図り、抗菌薬使用動
向調査による基礎的データを収集するとともに耐性菌との関係性を明
らかにするための多施設共同研究を実施してきた。

【これまでの成果と今後のビジョン】

感染制御専門・認定薬剤師をはじめ感染症に関わる薬剤師は、薬学
的視点はもとより予防や治療支援など様々な視点からのアプローチが
求められている。当研究会の各種セミナーでは、各施設の薬剤師との
活発な意見交換や情報共有、そして感染専門医のアドバイスにより薬
剤師の感染症治療支援に関する知識不足、間違っているのではないか
という理由から発言に至らない沈黙、臨床症例の経験不足などを補う
こととなり自施設では経験できない感染症の標準的な考え方を学ぶこ
とで、その結果が患者の転帰につながっているものと考えている。学
術講演会では科学的根拠に基づくPK/PD理論などを学ぶ機会となり、
その実践により感染症の治療効果を最大限に高めるだけでなく、個々
の患者に対する投与方法の最適化につながるものと考えている。また、
当研究会による多施設共同研究では、本邦における抗菌薬使用動向に
関する大規模なサーベイランスの草分けとなった。

今後も東海地区の薬剤師とともに切磋琢磨し、各医療機関や地域に
おけるAMR対策、抗菌薬適正使用支援（Antimicrobial Stewardship）、
耐性菌の出現防止などの情報を発信していきたい。また、医師、看護
師などとのクロストークの中で得られた情報をまとめ上げ臨床に
フィードバックするなど薬剤に起因する感染対策においては薬剤師の
介入が必要不可欠な存在と言われるよう実りある研究会にしていきた
い。


